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歯科医療に係る論点
【地域包括ケアシステムの推進について】
（地域における歯科医療機関と施設・行政等関係機関との連携）
○ かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所に係る施設基準について、小児患者

を多く診療しているが、成人期・高齢期も含めてライフステージに対応した

歯科診療を行っている場合の要件の在り方についてどのように考えるか。

○ 施設基準の選択要件に「自治体等が実施する事業に協力」があるが、必ずし

も明確に示されていないとの指摘があることから、より分かりやすく示して

はどうか。

（医療機関間の連携）
○ 歯科診療特別対応連携加算について、障害者に対する歯科医療においては、

地域の歯科診療所と歯科を標榜する病院等が機能分化・連携して提供されて

いる実態を踏まえて、要件の在り方についてどのように考えるか。

○ HIV感染に関連した口腔内の症状に対して、医科医療機関と連携しつつ対応

する場合の評価について、どのように考えるか。

（安心・安全で質の高い歯科医療の推進のためのICTの活用、研修等）
○ ICTの活用に関する検証結果を踏まえて、訪問歯科衛生指導におけるDentist

to P with DH（Dental  Hygienist）の評価の在り方についてどのように考

えるか。

○ 新たな感染症にも適切に対応できるよう、歯科医療機関における歯科医師や

職員を対象とした研修等を含めた取組等についてどのように考えるか。

【生活の質に配慮した歯科医療の推進等について】
（口腔疾患の重症化予防）
○ 歯周病安定期治療、歯周病重症化予防治療について、診療実態を踏まえつ

つ、より分かりやすい評価体系とする観点から、評価の在り方についてどの

ように考えるか。

○ フッ化物洗口指導やフッ化物歯面塗布処置については、年齢等によって対象

者が限定されているが、これらの治療の対象者についてどのように考える

か。

（各ライフステージに応じた口腔機能の管理）
○ 小児口腔機能管理料や口腔機能管理料について、口腔機能の低下がみられる

年齢等の実態を踏まえてどのような対応が考えられるか。

（歯科固有の技術の評価）
○ 歯周基本治療処置について、その内容等も踏まえて、評価のあり方をどのよ

うに考えるか。

○ 歯冠形成等の歯科固有の技術について、実態を踏まえた評価のあり方につい

てどのように考えるか。

12月10日中医協　歯科医療（その２）から抜粋

中医協・歯科医療（その２）から見えるもの
　中央社会保険医療協議会（中医協）は12月10日「歯科医

療（その２）」を議論している。その中では、2022年の診

療報酬改定の骨子が示されているが、項目だけではその意

図が見えにくいため解説する。

　まず、歯科医療を取り巻く状況については、総医療費に

対する歯科医療費の割合は、1981年度に11％程度だったも

のが2019年度には6.8％にまで落ち込んでいる。高齢者人

口が増加する近未来には年齢階級別の歯科医療費が増加す

るため、さらなる歯科医療費の削減を目論んでいる。

　か強診においては地域包括ケアシステムに資するようさらなる他職種との連携

が求められ、施設基準はより厳しくなることが示唆されている。一方、日本小児

歯科学会のアンケートから、か強診の施設基準を満たせない要件として「歯科訪

問診療関連」「歯周病安定期治療関連」が多くを占めていることを提示した。成

人期・高齢期も含めてライフステージに対応した歯科診療を行っている場合の要

件について議論されており、対象拡大の可能性もある。

　医療機関間の連携については、障害児に対する病診連携、HIV感染患者の連携

評価が見込まれる。

　安心・安全で質の高い歯科医療の推進のためのICTの活用では、ICTの活用に関

する検証結果から、「遠隔の歯科医師が口腔内の状況を確認することで、より詳

細な指導が可能となった」とし、訪衛指におけるICT活用が検討されている。

　感染対策にかかる研修会については、歯科医師だけでなく歯科衛生士や歯科技

工士等も対象とし「HIVウイルスやHBVウイルス、新型コロナウイルス等の特徴を

踏まえた院内感染対策等に関する講習」の例示があった。

　歯周病については、SPTⅠやSPTⅡ、Ｐ重防の包括項目や算定頻度が示されてい

る。対象や算定間隔など、不合理の改善に期待したい。

　う蝕については、フッ化物歯面塗布処置などの対象患者について整理を示唆し

ている。根面う蝕の対象は訪問診療の患者に限定されていると指摘している。

　各ライフステージに応じた口腔機能の管理では、小児口腔機能管理料は15歳ま

で、口腔機能管理料は基本的に65歳以上が管理対象となっている。口腔機能管理

料については、50歳頃から口腔機能の低下に関連した項目に該当すると答えた者

の割合増加が認められると報告されており、対象年齢の拡大が見込まれる。

　最後に歯科固有の技術の評価として、Ｐ基処はタイムスタディー調査の結果か

ら、平均所要時間2.7分であったことや、算定回数が提示されている。包括や廃

止の懸念がある。メタルコア加算については、形成方法に大きな差異がないファ
イバーポストにも評価して欲しいとする診療側とファイバーポストと同様にメタ

ルコア加算を見直すよう求めた支払側とで意見が対立している。

今回の改定率が0.43％プラスと小振りな改定となり、このような場合削除・削

減する項目と新設・増価項目が複雑に入り組むことが多い。協会・保団連の要望

が一部取り入れられているが、今後も細部にわたり注視し、保険でよい歯科医療

の実現のため会員の声を国に届けていく。

歯科診療報酬に関する中医協での論点歯科診療報酬に関する中医協での論点

社保研究部長
平尾清司
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